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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）   
番号 １ 質問者 渕本 稔 平成２９年９月８日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 公共交通の再編適正化を 
 

 

 

 

 

 

団塊の世代全員が 75 歳以上の高齢者となる 2025 年問題は、自動車運転免許証の自

主返納が課題となっていることから、公共交通の再編適正化が必要だ。 

(1) 生野駅西口でのアコバスや路線バスのつなぎが悪く、生野の住民が朝来医療セン

ターへ行きにくい実態を解決すべきだが、どのように対応するのか。 

(2) アコバスが思うように走ってくれないので、通院や買い物に不自由している住民

がたくさんいる。もう一度アンケートを取りなおして、住民ニーズにあったアコ

バスの運行を行うべきだが、どのように対応するのか。 

(3) 今後、思い切って公共交通の再編適正化のため予算を拡充すべきだが、どのよう

に対応するのか。 

市 長 

２ 積極的な空き家対策が必要だ 
 

 

 

 

 

 

国の重要文化的景観に指定され、本年は日本遺産にも認定された生野町において、

空き家の問題が大きな課題となっている。 
(1) 現状をどのように把握しているのか。 
(2) 銀山の町として維持すべき物件と、解体撤去すべき危険な物件とを分けて取り組

むべし。 
(3) 若い世代のローカル志向をどのように分析しているか。 
(4) シェアハウスやチャレンジショップのように、若者が活用できるような積極的空

き家対策が必要だが、どのように取り組むのか。 
市 長 
教育長 

タ イ ト ル 公 共 交 通 の 再 編 適 正 化 を 



- 2 - 
質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
３ 日本遺産認定後の取り組みを 
 

 

 

 

 

 

生野銀山・銀の馬車道・鉱石の道が日本遺産として認定されたが、今後の取り組

みがますます重要になってくる。 
(1) ギンザンボーイズは大人気だが、今後、どのように展開していくのか。 
(2) 若者に積極的にＰＲしてもらうため、ユーチューバ―を育成すべきだが、どのよ

うに取り組むのか。 
(3) 銀の馬車道ウォーキング等を企画し、健康と観光に取り組みながら生野銀山や朝

来市のリピーターを増やしていく必要があるが、どのように取り組むのか。  

市 長 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）   
番号 ２ 質問者 木村圭介 平成２９年９月８日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 経常収支比率の悪化の理由は (1) 平成 28 年度決算で実質公債費比率９．５％、将来負担比率３９．９％はともに

改善しているが、経常収支比率８７．５％は前年度比３．１ポイント悪化してい

ます。市長はその原因と改善への対応についてどのようにお考えですか。 

市 長 
２ 財政安定化を進めるには (1)財政安定化のために「朝来市公共施設等総合管理計画」を策定され、「公共施設」、

「インフラ施設」、「企業資産施設」の維持・管理経費を抑えることが財政安定化

につながると考えるならばどのような対策を考えておられるのか。 

市 長 
３ 公共施設等の最適化を図るには (1)公共施設を将来にわたり維持していくならば、今後 40 年間、維持経費として年平

均 26 億円が見込まれるとあります。施設保有量の最適化を図りながら「公共施設

の延床面積を 40 年で４割削減」とあります。「インフラ施設」として生活に欠か

せない道路施設、橋梁、トンネルなどの効率的な維持管理や運営を行わねばなり

ません。 

一方で、生活に直結している「企業資産施設」の水道施設、下水施設等は人口減

少などによる使用料の減収があろうとも、安心安全な施設維持をしていかねばな

りません。真に市民に必要な施設は、統廃合や再編されても継続的に守っていか

ねばなりません。市長は、財政健全な朝来市を作っていく為にも、総論賛成、各

論反対の状況になっていくであろうこの問題についてどのような対応をされいく

のかお聞きします。 

市 長 

タ イ ト ル 市 長 は 財 政 安 定 化 の た め に 英 断 を 
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質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
４ 寄附された歴史的な価値のある物な

どの保存は 

 

(1) 旧町時代に寄附された歴史的な価値のある物など、現在でもしっかり保存されて

いるのか状況をお聞きします。 

市 長 
教育長 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  
番号 ３ 質問者 岡 田 和 之 平成２９年９月８日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 認知症について 

 

(1) 認知症予防の施策について 

① 2012 年の厚生労働省研究班の調査によると、65 歳以上の認知症の有病率は 15％

で、462 万人（約 7 人に 1 人）と推計されています。2025 年には約 720 万人に増

加し、約５人に１人になるといわれています。 

認知症は特別な病気ではなく、だれもがなりうる病気です。国も 2012 年に認知

症の初期対応の重要性を重視した認知症施策推進５カ年計画を作成して取り組ん

できています。認知症はできるだけ早期に発見し、適切なケアを行うことが必要

だと考えます。本市での認知症の方の状況と、認知症予防にどのように取り組ん

でいるのかお尋ねします。 

② 認知症との中間状態と言われる「軽度認知障害」の割合は 65 歳以上で 13％で、

400 万人と推計されています。軽度認知障害は、放置すれば５年以内に半数が認

知症に移行すると言われています。しかし、適切なケアを行えば認知症に移行せ

ず回復する例があることも報告されており、軽度認知障害への取り組みで、認知

症発症を食い止めたり遅らせたりする予防も重視されるようになってきました。

認知症の根本治療薬がない現状では、軽度認知障害の方を早期に発見し、適切な

認知症ケアを行うことで重度化させないことが必要だと考えますが、いかがでし

ょうか。 

市 長  

タ イ ト ル  軽 度 認 知 障 害 は 早 期 の ケ ア が 有 効 
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質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
２ 庁舎周辺民家の井戸の水位低下につ

いて 

(1)新庁舎の建設工事中に、周辺民家の井戸水が出にくくなる事態が発生し、昨年９

月議会で、原因究明と対応を求めた私の質問に対し、市長は「工事完成後に事後

調査を行い、丁寧に対応したい」と答弁されました。どのような調査をされ、ど

のように対応されるのかお尋ねします 

 

市 長 

３ 「核兵器禁止条約」について (1)人類史上初めて核兵器を違法とする「核兵器禁止条約」が７月７日、ニューヨー

クの国連本部での条約交渉会議で国連加盟国（193 ヵ国）の約３分の２の賛成で採

択されました。条約は「ヒバクシャの受け入れ難い苦しみと被害に留意する」とし

て、核兵器の使用や開発、実験、生産、製造、取得、保有、貯蔵などを禁止するだ

けでなく、使用をちらつかせて脅すこと（核抑止力）も禁止しています。核兵器禁

止条約について、朝来市平和都市宣言を制定された市長としてどのように評価され

るのかお尋ねします。 

市 長 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  
番号 ４ 質問者 小 出 信 篤 平成２９年９月８日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 朝来医療センターの現状について (1) 朝来医療センターは診療開始から１年４ヶ月が経過したが、開設以来の患者受付

数など、各種状況を伺う。 

(2) 医療開始時予定されていた医師数は現在確保でき、診療体制には問題は発生して

いないか伺う。 

(3) 乳幼児を抱える親御さんの中には、子どもが深夜発病したときの対応に不安を抱

えているが、朝来医療センターの夜間受け入れ態勢はどのようになっているのか

伺う。 

(4) 市内、各医院との連携体制については、常に配慮をされていると思うが、その連

携状況について伺う。 

(5) 現在の医療技術は日進月歩であり、早期発見・早期治療が救命につながることは

必然である。朝来市唯一の公立病院として、地域医療を担う朝来医療センターに

期待するところが大であるが、今後必要とされる点があればそれは何処にあるか

伺う。 

市 長  

タ イ ト ル 朝 来 市 の 医 療 体 制 整 備 は 万 全 か 
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質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
２ 健康づくりポイント事業について 

 

(1) 平成 25 年度より事業展開され４年が経過する。現在、27 年まで３年間の事業評

価のもと 28 年から 30 年までの３年間継続実施されているが、27 年までの事業分

析をどうされたか伺う。 

(2) 本期間の最終年度である 30 年の事業評価に向け、何に重点を置き事業に取り組

まれているか伺う。 

市 長 

３ 空き家調査について 

 

(1) 昨年 11 月、近年の空き家増加に伴う対策として、空き家調査を行う旨の周知文

書が各戸に配付されたが、現在の調査状況を伺う。 

(2) 市内には、長期にわたり空き家として放置された結果、荒廃が進み倒壊の危険が

迫っている空き家が存在すると考えるが、事態を把握し対策は講じられているか

を伺う。 

市 長 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  
番号 ５ 質問者 西 本 英 輔 平成２９年９月８日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 市職員の定数及び配置について (1) 朝来市では定員適正化計画を策定され、人員の削減を行われているが、合併以後

の正規職員数はどのように推移しているか。 

(2) 正規職員の減少は、マンパワー不足等をまねき、市民サービスの低下に繋がるよ

うに思う。現状、そういった問題は発生していないのか。 

(3) 正規職員が減少している反面、嘱託・臨時職員は増加しているように思うが、ど

のように推移しているのか。 

(4) 全職員を構成する正規・嘱託・臨時職員の比率はどのようになっているか。 

(5) 構成比率に大きな変化があるが、時間外勤務時間には大きな変化がないように思

う。時間外勤務は正規・嘱託・臨時の隔たり無く行っているのか。 

(6) 全国的にみて正規職員と嘱託・臨時職員との間で起こる官官格差（官製ワーキン

グプア）が社会問題化してきている。官製ワーキングプアについて御説明頂きた

い。また、朝来市では同問題は発生している、若しくは将来的に発生する恐れは

あるのか。定員適正化計画の弊害はあるのか。 

 

市 長  

タ イ ト ル 定 員 適 正 化 計 画 の 弊 害 は あ る の か 



- 10 -  質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者  (7)第２次定員適正化計画の適正化目標値に平成 33 年時に 315 人という数値がある。

策定から３年半から経過しようとしている。この数値を精査・再考する考えはある

のか。 

(8)職員の配置について、同一の課に在籍している期間は平均してどのくらいか。 

(9)エキスパート・スペシャリストの育成や有資格者の登用などについて、どのよう

に考えておられるか。 

市 長 

２ 中学校の部活動について (1) 中学校における部活動とは教育の一環か。 

(2) スクールバスにて通学している生徒は何人いるのか。また、大会直前など練習終

了時間が遅くなるケースもあると思うが、そういった場合はどの様に対応してい

るのか。 

(3) 各種大会等でもスクールバスを使用することがあると思うが、委託業者との契約

内容は回数制限を設けているのか、それとも別途契約か。前者の場合、上位大会

へ進出した場合など、上限を上回る送迎はどうしているのか。 

(4) 練習試合など、大会ではない場合での送迎はどのようにして行っているのか。保

護者が送迎するケースがあるのであれば事故のリスクも存在するので、適切な補

助を行うべきではないか。 

(5) スクールバス委託契約には任意保険・車検費用（重量税・自賠責保険含む）・車庫

使用料などが内訳としてあるが、どのように考えたらよいか。 

市 長 
教育長 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  
番号 ６ 質問者 波 多 野  優 平成２９年９月１１日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 中学校の部活動について (1)部活動の意義を聞く。 

(2)市内中学校の部活動の現状。 

(3)市内中学校の部活動の課題。 

(4)今後の在り方についての見解。 

教育長 
２ 小学校教諭の夏休みの過ごし方につ

いて (1)研修の実態。 

(2)夏休み中の子どもとの関わり。 

(3)登校日の状況 

教育長 
３ 効率的な行政運営について (1)公共施設再配置事業の今後の進め方。 

(2)総合計画の見直しにおける施策・事業の選択。 

市 長 
タ イ ト ル 中 学 校 部 活 動 の 在 り 方 を 考 え る 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  

番号 ７ 質問者 能見 勇八郎 平成２９年９月１１日 
質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 企業の活性化について 

  
(1)企業支援制度について。 

① 支援制度の現状はどうか。 

② その実績はどうなっているか。 

③ 地元企業と進出企業の利用状況はどうか。 

(2)近年の主だった企業誘致はどうか。また、その進出理由を伺う。 

(3)企業支援制度の対象の分野を拡大する考えはないか。 

(4)現在の支援制度は、企業進出の誘因になっていると考える。雇用の拡大だけでな

い切り口は考えられないか。 

 

 

 

 

市 長 

タ イ ト ル 企 業 の 活 性 化 に つ い て 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）   
番号 ８ 質問者 嵯 峨 山  博 平成２９年９月１１日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 産業廃棄物最終処理場建設問題につ

いて 
 

 

 

 

(1) 産業廃棄物最終処理場建設問題については、今もなお地元区においては毎朝国道

沿いに立ち運動をされている。更には、いろいろと年間イベントを行い、理解を

求めておられる。このことについて市長はどのように思われるか。 

(2) 高齢の方がこの件について気になり、夜も眠れないと言われている。許認可権限

は市長ではなく知事であり、市長からも知事に許認可しないように要請をしてい

ただいていると思うが、高齢の方が安心して眠れるように知事に対して今以上に

強く要請をと考えるが。 

市 長 

２ 教職員の業務改善について 
 

 

(1) 教職員に対する業務改善をどのように考えているのか。 

(2) 復命簿内容の見直しにより、業務負担軽減との現場意見があるがどのように考え

るか。 市 長 
教育長 

３ 学力テストについて (1) 全国学力テストが小学６年生と中学３年生を対象として実施されているが、教育

長の率直な見解をお伺いする。 

(2) 就学援助を受けている生徒の割合が高い学校は、得点が低いと全国的に言われて

いるが、市内の状況は。 

(3) 市独自での学力テストを行う予定があるのか。時期、意図等詳細を伺う。 

教育長 

タ イ ト ル 安 心 し て 暮 ら せ る 街 づ く り 
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質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
４ 学校環境について 
 

 

 

 

 

 

(1) 各学校のエアコン設置は、各クラスに設置されているものの、理科室など特別教

室については設置はされていない。中学校では部活動で特別教室を利用している

状況であり、近年の暑さでは熱中症になる生徒もいる。特別教室においてもエア

コンの設置は必要であると考えるが。 

(2) 新聞報道にあったが、避難所となっている小中学校の災害時の断水でも使えるト

イレや電力確保について、市内の対応状況はどのようになっているのか。 

(3) 断水時におけるトイレについては、プールのない小学校、中学校では対策が必要

であると考えるが。 

市 長 

教育長 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  
番号 ９ 質問者 吉 田 俊 平 平成２９年９月１１日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 総合計画について (1) 第２次朝来市総合計画の前期計画期間を終えるに際し、どのように評価している

か。 

(2) どのような見直しや検討、新たな考え方の導入が必要と考えているか。 

(3) 行政の根本的かつ究極の目的は何か。 

市 長 
２ 健幸づくりの推進について (1) これまでの経緯と今後の展開をどのように考えているか。 

(2) 私は、私案の条例として「朝来市健幸長寿なまちづくり推進条例」を昨年度の３

月議会で提案している。来年度に同様の条例を制定する考えはないか。 

市 長 
３ 手順書等のマニュアル化について (1) 井上前市長の功績の中でも、最大の功績は「行政品質管理マニュアル」であると

私は考える。多次市長は、「行政品質管理マニュアル」についてどの様にお考えか。 

(2) 朝来市は、手順書等のマニュアル化が等閑にされている。再度、再任用職員等と

再構築すべきと考えるがどうか。 

市 長 
４ 引きこもりについて (1) 現在、潜在化している引きこもりは今後に顕在化してくる。現状把握と対策が図

れているか。 

市 長 
タ イ ト ル 『 苟 日 新 、 日 日 新 、 又 日 新 』 
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質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
５ 複合型多機能施設整備について (1)補助不採択となった。今後どのようにしてその思いに応えるおつもりか。 市 長 
６ 教育現場の負担軽減について (1) 舞鶴市の「舞鶴市学校教職員の勤務時間適正化に向けた取り組み方針」を参考に、

朝来市も独自の同様な方針を策定し、実効性のある具体的な取り組みを行う考え

はないか。 

教育長 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  
番号 １０ 質問者 森 下 恒 夫 平成２９年９月１１日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 介護保険について (1) ５年後、10 年後、介護サービスは維持できるか。要介護度１、２の方へのサービ

スは持続可能か。 

(2) 平成 29 年現在の１号保険者数は 10,357 人そのうち内認定率は 22.3％であるが、

平成 35 年（2025 年）、それらの数字はどうなると予測しているか。 

(3) 介護施設の受入れ能力はあるか。民間も含めて新たな計画はあるか。 

(4) 要介護度１、２の方へのサービスは持続可能か。 

(5) とらふす道場が誘致された経緯は。建設費の負担は。 

(6) 費用対効果は。 

(7) 介護保険からの支出を根本的に見直す考えはあるか。 

市 長  

２ 竹田城跡の観光について (1) 最近の入り込み状況はどうか。 

(2) 今後の対策は。 

市 長 
タ イ ト ル 「 費 用 対 効 果 」は 空 文 か ？  
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  

番号 １１ 質問者 鈴 木 逸 朗 平成２９年９月１２日 
質  問  事  項 質  問  要  旨 答弁を 

求める者 
１ 介護保険制度について (1) 新「総合事業」は、どのような状況か。 

① 本年４月以降の介護認定の申請相談件数の内、介護度別認定件数と総合事業

での対応件数はどの程度か。 

② 介護認定申請は、認定審査会で審査されているのか。いわゆる「チェックリ

スト」のみで判断されていないか。 

③ 介護認定の更新時に、総合事業に移行した事例はあるか。 

④ 総合事業のサービス内容、利用料などはどのような状況か。また、課題とし

て感じていることはあるか。 

⑤ 市民は納得しているのか。市民からの不満はないか。 

⑥ 来年度以降の総合事業の運営はどのように。 

(2) 障害者が 65 歳になった際の「介護保険優先原則」について 

① 近年、どの程度の事例があるのか。 

② 市民生活に矛盾はないか。 

(3) 「共生型サービス」へはどのように対応するのか。 

市 長 

 

２ 学童保育について (1) 学童保育施設は、適切に管理されているか。 

(2) 学童保育施設は、基準に従って整備されているか。 

市 長 

教育長 

３ 学校に備えられている加湿器等の状

況について 

(1)インフルエンザ等への効果等をどのように判断しているか。 

(2)備えられている状況は、学校間で差が生じていないか。 

市 長 

教育長 

タ イ ト ル 総 合 事 業 等 に 市 民 の 不 満 は な い か 
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第２４回朝来市議会定例会一般質問通告書（個人質問）  
番号 １２ 質問者 日 下  茂 平成２９年９月１２日 

質  問  事  項 質  問  要  旨 
答弁を 
求める者 

１ 教育委員会の取り組みについて (1)学力向上、いじめ問題にどう取り組むのか。 

 

教育長  
２ 経済波及効果の政策について (1) 朝来市は不景気の風が吹くまちでないか。 

(2) 竹田城跡等の観光客による経済波及効果の政策はどうなったか。 

(3) 関西電力の揚水発電ダムのあるまちとして、公共施設等の電気調達をどう考

えているか。 

市 長 
３ 朝来市役所は健全か (1) 職員、議員は健全か。身体検査の必要性。 

(2) キックバック、白紙領収書が存在しないか。 

(3) 地方公務員法、公職選挙法等は厳守されているか。 

市 長 
タ イ ト ル 職 員 、 議 員 の 身 体 検 査 は 健 全 か ？  


